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ま え が き         

 

福島県沿岸に分布するイカナゴ Ammodytes personatus は、宮城県仙台湾から茨城県沿岸に分布

する仙台湾系群に属し、仙台湾周辺海域で産卵され孵化した仔稚魚の一部が、1～2 月に福島県海

域へ移送あるいは移動した群である 1) 。その後、福島県沿岸で約 0.5mm/日の速度で成長 2) しなが

ら昇温期の 6～7 月には全長 10cm 前後となり、夏眠のため仙台湾南部の粗砂帯を中心とした夏眠

場で潜砂生活を過ごす。11～12 月に夏眠を終え、成魚として 12 月～翌年 1 月に産卵する。寿命

は 5 歳以上 3)
 、主餌料はカイアシ類を主体とする動物プランクトンである 4)

 。イカナゴは、多く

の魚食性魚介類や海洋性ほ乳類に捕食される。例えば、福島県を含む常磐沿岸のヒラメにとって、

イカナゴはカタクチイワシに次ぐ主要餌料であり、特に県北部海域のヒラメにはカタクチイワシ

が海域から消失する 3～4 月に集中して摂餌される 5) 。このように、イカナゴは夏眠期を除く秋～

春季における主要な餌料生物となっている。福島県におけるイカナゴを対象とした漁業はすべて

機船船びき網漁業で営まれ、2 月下旬から 4 月中旬に操業される孵化後数ヶ月の当歳魚を対象と

したコウナゴ漁、4 月中旬から 5 月に操業される 1 歳以上の成魚を対象としたメロウド漁がある。

特に食用加工されるコウナゴ漁は沿岸漁業の基幹であり、年変動が大きいものの、2000 年～2009

年の漁獲量は 590 トン～7,125 トン、漁獲金額は 2.6 億円～10.9 億円を占める 6) 。 

しかしながら、福島県沿岸のイカナゴは、2011 年 3 月の東京電力福島第一原子力発電所（以下、

1F）事故により、放射性セシウム汚染の影響を他の多くの魚介類とともに受けた。福島県が実施

した緊急時モニタリングの結果、2011 年 4 月 18 日にいわき市沿岸で採捕されたイカナゴ当歳魚

から、同種の最高値である 14,400Bq/kg-wet（134
Cs と 137

Cs の合計値）が検出された 7) 。その後、

放射性セシウム濃度は急速に低下し、2012 年 1 月以降は食品の基準値（134
Cs と 137

Cs の合計値で

100Bq/kg-wet）を超える検体は確認されていない。 

 海産魚介類における放射性セシウムの主要な汚染経路は、海水と餌料である 8) 。今回の 1F 事

故における魚介類の放射性セシウム汚染の主要因は、2011 年 4 月上旬に 1F から海洋への直接流

出が発見された高濃度汚染水 9) の影響と考えられる。しかしながら、一部の魚介類、特に底生性

魚類の放射性セシウム濃度の低下速度は、海水中の放射性セシウム濃度の低下速度に比べかなり

遅く、生態系モデルによる推定値に比べても緩やかであることが報告されている 6, 10) 。この要因

については、高濃度汚染水の影響を強く受けた海域の個体と影響の弱かった海域の個体が、産卵

や摂餌等により移動・混在することや、海域区分が適切に細分化されていないことが挙げられる
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が 10) 、放射性セシウムの取り込み源の残存による可能性も否定できない。Tateda et al. は底生性

魚類の汚染源の一つとして海底堆積物の可能性を挙げている 11)
 。また、1F 港内の海水は、陸上

からの放射性セシウムの継続的な流出 12) 等の可能性により、放射性セシウム濃度が事故直後より

著しく低下した港湾外の海水に比べて高めで推移している。実際に 1F 港湾内では極めて高い濃度

の魚類が確認されるなど、事故から 2 年以上経過した現在も魚介類の汚染源となっており、港湾

外への影響が懸念される。このように、当該事故による海洋生物への汚染メカニズムは極めて複

雑であると考えられ、様々なデータの継続的な蓄積が必要である。 

福島県水産試験場は、1F 事故による魚介類の放射性セシウム汚染を受け、魚介類や海水、海底

土の緊急時モニタリングに加え、餌料生物から魚介類への影響を把握するために様々な餌料生物

における放射性セシウム濃度を調査してきた。その結果、1F から半径 20km 圏内を除く海域では、

おおむね低下傾向であることを明らかにした 13) 。それら餌料生物の中で、イカナゴは魚介類の主

要な餌料生物であることに加え、福島県沿岸域の放射性セシウム汚染の状況変化を把握するのに

有用な生物であると考えられる。特に、イカナゴ当歳魚は、過去の知見から分布海域、孵化時期、

日齢および餌料等の推定ができるため、福島県沿岸の放射性セシウム汚染状況の変化を間接的に

推測できる可能性がある。そこで本研究では、原発事故後のイカナゴにおける放射性セシウム濃

度を用いて海域間の特徴や経年変化を解析し、餌料生物としての汚染状況の整理および福島県沿

岸における放射性セシウム汚染経年変化の評価を目的とした。 

 

材料および方法 

 

 試料収集および 137Cs 濃度測定 イカナゴは、2011 年 4 月 7 日～2013 年 6 月 17 日に、福島県沿

岸各地区の小型漁船による船びき網および漁業調査船「拓水（30 トン）」の着底トロールにより、

計 150 試料が得られた（図 1）。放射性セシウム濃度測定は以下の処理及び方法で行った。イカ

ナゴ試料は、福島県水産試験場実験室で夾雑物や混獲物を除去のうえ、自然海水またはミネラル

ウォーターで付着物を洗浄し、内臓や消化管内容物も含む魚体全体を試料として、当歳魚は未細

断、1 歳魚以上は包丁で細断した。試

料のうち、緊急時モニタリングに供す

るものは、福島県農業総合研究センタ

ーでU-8 容器に充填ののちゲルマニウ

ム半導体検出器により 2,000 秒で測定

され、公表された値（Bq/kg-wet）を用

いた。それ以外の試料は、福島県水産

試験場のゲルマニウム半導体検出器で

U-8 容器、1L マリネリ容器または 2L

マリネリ容器に充填ののち 2,000～

135,000 秒で測定し、γ線スペクトロメ

トリー分析で 134
Cs、 137

Cs の濃度

（Bq/kg-wet）を得た。134
Cs、137

Cs の

うち、物理的半減期が約30.2年であり、

今回の事故後の時間経過による減衰の

影響が少ない 137
Cs を解析に用いた。

137
Cs 濃度（Bq/kg-wet）は採捕日時に

減衰補正し、検出限界値未満であった 

：イカナゴ（2012年）

：イカナゴ（2013年）

×：海水（東京電力）

□：海水（文部科学省）

☆：海水（福島水試）

アミ類の
採集海域

東京電力
福島第一
原子力発電所
（1F）

相馬市

いわき市

半径20km

図１ イカナゴ試料、海水およびアミ類の採捕位置 
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試料は解析から除いた。

その結果、解析には、緊

急時モニタリング公表値

から得た 56 検体分、福島

県水産試験場で測定値を

得た 28 検体分の計 84 検

体の 137
Cs 濃度（Bq/kg- 

wet）を用いた（表 1）。また、イカナゴの各試料は別途 50 尾を抽出し、全長（mm）または体重

（g）、あるいは両方について測定し試料ごとの平均全長・体重を求めた。その際、全長と体重の

いずれかが欠測の場合は、全長-体重関係式 14) から推定した。当歳魚については採捕日から年級

を特定し、1 歳魚以上については、複数年級が混合しているため、含まれる最も若い年級で表記

した。 

イカナゴの 137Cs 濃度の経年変化 解析は、137
Cs 濃度（Bq/kg-wet）の経年変化を把握するため

に、海域別、年級別、当歳魚と 1 歳魚以上別に事故後経過日数（2011 年 3 月 12 日起算）と 137
Cs

濃度（Bq/kg-wet）の関係をプロットした。海域別は、採捕海域を 1F 以北と以南で区分した。 

1F 以南海域で採捕されたイカナゴ当歳魚の成長と 137Cs 濃度の関係 イカナゴ当歳魚は、孵化直

後は放射性セシウムに非汚染であると仮定し、成長に伴う放射性セシウム汚染の影響を検討する

ため、試料数が多く、かつ 1F 付近の南下履歴があると考えられる 1F 以南海域の当歳魚データを

用いて、次の解析を行った。2012 年級および 2013 年級の 1F 以南海域の当歳魚データについて、

1 月 1 日を起算日とした採集日と試料の平均全長（mm）の関係から、年変動の有無や試料の成長

差を確認した。起算日を 1 月 1 日としたのは、福島県産イカナゴの孵化開始はおおむね 1 月以降

と推定されることによった 4) 。次に、経過日と 137
Cs 濃度（Bq/kg-wet）の関係、平均全長と 137

Cs

濃度（Bq/kg-wet）の関係を確認した。また、仔稚魚期は成長が著しいため、137
Cs 濃度（Bq/kg-wet）

には体重増加による希釈効果（成長希釈）が含まれるため、成長とともに見かけ上 137
Cs 濃度が低

下するように見えると考えられる。そこで筆者らは、餌料からの 137
Cs 取り込み・排出率が体サイ

ズによらず一定であると仮定し、成長希釈の効果を取り除き年級間で比較することにより、取込

量の年変動の定量化を試みた。想定孵化日である 1 月 1 日の体重と採捕時の体重との比を 137
Cs

濃度（Bq/kg-wet）に乗じた指数（成長希釈 137
Cs 指数）を求め、137

Cs 取り込みの年級差を推定し

た。採捕時の平均体重が欠測の試料については、年級ごとに 1 月 1 日起算経過日と平均体重の指

数回帰式を求め、回帰式から得た推定体重を用いた。 

イカナゴ当歳魚と海水および餌料生物との 137Cs 濃度（Bq/kg-wet）比較 イカナゴ生息環境の

指標として、海水およびイカナゴの餌料生物における 137
Cs 濃度とイカナゴ当歳魚の 137

Cs 濃度

（Bq/kg-wet）の経年変化を比較した。比較にあたり、次に示す 1F 以南海域の各データを 1 海域

として整理した。海水の 137
Cs 濃度は、東京電力株式会社 15)

 、文部科学省 15) 、福島県 16) の公表

値を用いた（図 1）。餌料生物の 137
Cs 濃度は、測定値が得られているいわき北部海域のアミ類お

よびプランクトンネット入網試料のデータを用いた（図 1）。データ比較は、1F 以南海域におけ

るイカナゴ 2012 年級および 2013 年級の当歳魚について、孵化期～成長期である 1～6 月の期間を

1 月の第 1 週目から第 30 週目まで区分し、週ごとに海水、イカナゴ当歳魚および餌料生物である

アミ類とプランクトンネット入網試料の 137
Cs 濃度を平均しプロットした。また、イカナゴ当歳魚

と海水の 137
Cs 濃度比（Concentration Ratio ; CR）を求め、傾向を確認した。CR を求める際、同一

日で海水とイカナゴのデータが取得できない場合があるため、前述の 1 週間平均値データを用い

て求めるとともに、1 週間内の実測値を用いて CR の最大値および最小値も求めた。 

 

（うち当歳魚） （うち当歳魚） （うち当歳魚）

2011 15 ( 11 ) 8 23

2012 24 ( 21 ) 16 ( 6 ) 40

2013 10 ( 9 ) 5 ( 5 ) 6 ( 6 ) 21

計 49 ( 41 ) 5 ( 5 ) 30 ( 12 ) 84

計
いわき海域 双葉海域 相馬海域

年＼海域

表１ 解析に供したイカナゴ試料の採捕海域および試料数 
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結 果 

 

イカナゴの 137Cs 濃度の経年変化 

事故後経過日数とイカナゴの 137
Cs 濃度（Bq/kg-wet）の関係は次のとおりであった。当歳魚、1

歳魚以上の経年変化では、いずれも濃度低下が認められたが、1 歳魚以上では当歳魚にくらべや

や高めで推移した（図 2）。最大濃度以降のデータについて、便宜的に指数近似を適用して得ら

れた有意な回帰式（p < 0.05）から求めた、濃度半減に要した日数は、当歳魚で 87 日、1 歳魚以上

で 173 日であった。年級別の経年変化では、2010 年級（2009 年級以前も含む）（図 3a）はすべ

て 1 歳魚以上であり、前述の 1 歳魚以上と同一の推移であった。2011 年級（図 3b）は、当歳魚で

あった 26 経過日に事故後初めてとなる試料で 240～290Bq/kg-wet であったが、32～37 経過日に

6,300～7,200Bq/kg の濃度ピークがみられ、その後は急速に低下し 45～51 経過日に 1,300～

1,600Bq/kg-wet となった。夏眠から明けて 1

歳魚直前～1歳魚となった 289～472経過日に

は、8.0～71Bq/kg とさらに低下した。2012 年

級（図 3c）は、当歳魚であった 362～509 経

過日に 0.9～11Bq/kg-wet の範囲で推移し、夏

眠明けの 1 歳魚となった 740 経過日は 1 試料

のみではあるが 2.0Bq/kg-wet であった。2013

年級（図 3d）は、当歳魚であった 734～828

経過日に 0.3～4.6Bq/kg-wet の範囲で推移し

た。 
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図３ 福島県沿岸で採捕されたイカナゴの年級別の 137
Cs 濃度の経年変化 

シンボルの白抜きは 1F 以北海域、黒塗りは 1F 以南海域で採捕された試料を示す． 
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Cs 濃度の経年変化 
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イカナゴの 137Cs 濃度の海域差 

 137
Cs 濃度の海域差の解析には、同一時期に 1F 以北・以南の両海域でデータが取得できている

必要があるが、この条件を満たすのは 2012 年級および 2013 年級の当歳魚であった。そこで、2012

年級は 362～509 経過日の期間、2013 年級は 734～828 経過日の期間に該当するデータを用いて、

1F 以北・以南海域について 2 群間の差の検定（Mann-Whitney’s U-test）を行った。2012 年級は、

以北より以南のほうが有意に高かったが（p < 0.014）、2013 年級は有意な差は認められなかった

（p = 0.073 ）（図 4）。また、各海域における年級間で同様の検定を行った結果、いずれの海域

も 2012 年級から 2013 年級にかけて有意に低下した（以北：p = 0.044、以南：p = 0.002 ）（図 4）。 

 

 1F 以南海域で採捕されたイカナゴ当歳魚の成長と 137Cs 濃度の関係 

 1 月 1 日起算の経過日と平均全長の関係（図 5a）は、2012 年級、2013 年級ともに 0.37～0.46mm/

日の有意（t-test, p < 0.01）な直線増加を示した。経過日と平均体重の関係（図 5b）は有意（t-test, 

p < 0.01）な指数回帰式で近似され、両年級ともにおおむね一致した。試料の平均全長と 137
Cs 濃

度（Bq/kg-wet）の関係（図 5c）は、2012 年級、2013 年級いずれも有意な関係は得られなかった。
137

Cs 濃度（Bq/kg-wet）（図 5d）は、2012 年級では、73～84 日目に 2.1～3.2Bq/kg-wet であったが、

91～114 日目は 2.1～4.0Bq/kg と 7.1～8.4Bq/kg-wet の 2 群がみられた。133～154 日目には 4.8～

8.7Bq/kg-wet であった。2013 年級では、35～120 日目に 0.94～3.7Bq/kg-wet がみられ、139～167

日目は 1.0～1.6Bq/kg-wet であった。各年級の 137
Cs 濃度（Bq/kg-wet）と採集日との関係について

直線近似により傾向を確認した結果、2012 年級は有意な正の傾き（t-test, p = 0.011）、2013 年は

有意ではないが負の傾きであった（同、p = 0.19）。成長希釈を考慮した 137
Cs 指数（図 5e）は、

各年級について指数近似を当てはめた結果、2012 年（t-test, n = 21, p < 0.01）、2013 年（t-test, n = 

10, p < 0.01）とも有意な回帰式が得られた。回帰式から得られた、137
Cs 指数が 2 倍となるのに要

する日数は、それぞれ 17 日、29 日であった。 
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図４ 2012 年級および 2013 年級の 1F 以北海域と以南海域におけるイカナゴ当歳魚 137
Cs 濃

度のボックスプロット．＊は有意な差がみられた 2 群を示す．ボックスプロットは、最大

値・75%タイル値・中央値・25%タイル値・最小値． 
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イカナゴ当歳魚、海水および餌料生物との 137Cs 濃度（Bq/kg-wet）比較 

 1F 以南海域におけるイカナゴ当歳魚、海水および餌料生物との 137
Cs 濃度は、2012 年、2013 年

ともに餌料生物（プランクトンネット入網試料、アミ類）、イカナゴ当歳魚、海水、の順に高か

った。2012 年の 137
Cs 濃度は、海水が 1.5～0.14Bq/L 前後への緩やかな低下がみられたが、イカナ

ゴが 2.2～8.3Bq/kg-wet の緩やかな上昇傾向、プランクトンネット入網試料が 65～4.1Bq/kg-wet の

比較的大きな変動幅の中で横ばい傾向であった。2013 年の同濃度は、海水が 0.28～0.02Bq/L の範

囲で横ばい傾向、イカナゴは 3.3～1.0Bq/kg-wet の緩やかな低下傾向、アミ類は 25～3.0Bq/kg-wet

の範囲、プランクトンネット入網試料は 83～20Bq/kg-wet の範囲で横ばい～緩やかな低下傾向で

あった。イカナゴ当歳魚と海水の 137
Cs 濃度比である CR は、2012 年級は期間平均値が 25.5、最大

値 79、最小値 4.5、2013 年は期間平均値が 19.1、最大値 345、最小値 0.49 であり（図 6c, d）、2012、

2013 年級ともに最大値は大きく変動するものの、期間平均値は概ね横ばい傾向を示した。 
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考 察 

 

 イカナゴの 137Cs 濃度から推測した環境中 137Cs の経年変化 

 福島県産イカナゴの 137
Cs 濃度は、他の魚介類と同様に、全体の傾向では経年的に低下していた。

当歳魚の 137
Cs 濃度について年級別にみると、2011 年級は事故直後に急上昇ののち急低下してお

り、これはほぼ海水の 137
Cs 濃度と同調していたことから、2011 年級の汚染要因は、これまでに

報告されたとおり 6, 10) 、1F から海洋に直接流出した高濃度汚染水からの直接移行と考えられる。

一方、2012 年級および 2013 年級の当歳魚は、いずれの年級も成長速度や時期に大きな違いがな

い状況で、2012 年級は上昇、2013 年級は低下の傾向をそれぞれ示した。また、成長による希釈効

果を取り除くことで、生息環境中からの 137
Cs 量を定量化するために試算した 137

Cs 指数は、2013
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図６ 1F 以南海域における海水、イカナゴ当歳魚および餌料生物の 137
Cs 濃度の時系列プロッ

ト（a, b）およびイカナゴ当歳魚と海水の 137
Cs 濃度比．横軸は 1/1 起算の週数、縦軸は 137

Cs

濃度（Bq/kg-wet, Bq/L）、各試料プロットは週平均値、エラーバーは最大値および最小値

を示す． 
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年は 2012 年の約半分に低下していた。これらの結果は、2012 年春期から 2013 年春期の間にイカ

ナゴ当歳魚が生息環境中から取り込みうる 137
Cs の量は減少したこと、2013 年春期の時点ではイ

カナゴ当歳魚の体内への取り込み量は体内からの 137
Cs 排出量に比べて小さかったこと、を示唆し

ている。また、1F 以南海域と以北海域におけるイカナゴ当歳魚の 137
Cs 濃度について、2012 年で

は海域差があったが 2013 年ではみられなかったことは、イカナゴ当歳魚の生息環境中における
137

Cs の経年的な減少に加え、福島県沿岸にみられた 137
Cs 汚染の海域差も経年的に解消されつつ

あることを示している。 

 ここで考慮しなければならないのは、イカナゴ当歳魚が 1F 近傍を通過して１F 以南海域へと来

遊するため、1F 近傍の局所的な海域で汚染される可能性である。1F 専用港内の海水の放射性セシ

ウム濃度は高濃度で推移しており、2013年 1～5月も低い定点で 15～2.5Bq/L（平均 5.7Bq/L、n=107、

物揚場付近）、高い定点で 130～5.1Bq/L（平均 26.9Bq/L、n=151、2 号機シルトフェンス内）であ

った 15) 。一方、本研究の解析でも用いた専用港のすぐ外側では、2013 年 1～5 月は低い定点で 0.98

～0.17Bq/L（平均 0.56Bq/L、n=21、南放水口付近）、高い定点で 6.3～0.47Bq/L（平均 1.5Bq/L、

n=25、5・6 号機放水口北側）であり 15) 、港内に比べてはるかに低い濃度であった。このことか

ら、専用港内への進入は、現段階では汚染リスクの一つとして考慮する必要がある。港内進入の

有無については、イカナゴ当歳魚がごく浅海の閉鎖的海域に進入する知見が無く、これ以上の検

討はできなかったが、胃内容物分析で得られた出現種 4)
 の分布域や生態を整理することで、明ら

かにできる可能性がある。併せて、イカナゴ当歳魚の来遊に伴う各海域での滞留期間が放射性セ

シウム濃度に大きな影響を与えることも注意する必要がある。 

 以上の解釈から、イカナゴ当歳魚を指標種とした、福島県沿岸の環境中における取り込み可能

な 137
Cs の汚染状況は、1F 港内進入のリスクや来遊生態に起因する 137

Cs 濃度変動は残るものの、

事故後約 1 年の 2012 年春期から事故後約 2 年の 2013 年春期にかけて、改善したと結論できる。 

  

イカナゴ当歳魚、海水および餌料生物との 137Cs 濃度比較 

 2012 年から 2013 年のイカナゴ当歳魚の生息環境中において、取り込み可能な放射性セシウム

の量が減少していることが確認されたが、その取り込み経路は冒頭に述べたとおり海水や餌料生

物が主体であると考えられる。本研究では間接的ではあるものの、影響を推定するために、イカ

ナゴ当歳魚と海水および餌料生物の 137
Cs 濃度比較を行った。特に着目したのは、イカナゴと海水

の 137
Cs 濃度比である。海産生物と海水の放射性セシウム濃度比は、1F 事故以前のように環境中

の放射性セシウムに大きな変動がなく各々の放射性セシウム濃度が平衡状態と仮定できるとき、

濃縮係数と呼ばれ、その値は海産魚類で 50～100 とされている 17) 。一方、1F 事故後のように放

射性セシウム濃度の変動が継続している状況では、同様に求めた濃度比であっても別の解釈をす

る必要がある。当該事故後の特徴は、事故直後に 1F から流出した高濃度汚染水の影響で海水が極

めて高濃度に汚染されたのち、比較的速やかに低下したことである。帰山らは、1F 事故後の 2011

～2012年に仙台湾や福島県沖合海域において採集した海水と動物プランクトンについて濃度比を

求めたところ、濃度比は一度上昇した後、一部試料では低下し、濃縮係数に近づきつつあったと

報告している 18) 。このことから筆者らは、当該事故における海産生物と海水の放射性セシウム濃

度比の動向を次のように仮定した。事故直後の濃度比は、海水、海産生物とも濃度が上昇するた

めそれほど上昇しないが、海水濃度が急速に低下した後の濃度比は、海産生物からの放射性セシ

ウム排出に一定時間を要するために上昇し、その後の濃度比は低下しながら事故以前の比に近づ

くと考えた。また、世代交代を経た後も濃度比が濃縮係数より高い状態が長期間にわたり確認さ

れる場合は、海水以外の取り込み可能な放射性セシウムの影響が強いと判断できると考えた。 

本研究で求めた CR は、平均値でみると 2012 年、2013 年とも大きな変動はなく、おおむね 50
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を下回った。この結果からは、海水濃度が低下すればイカナゴ当歳魚の濃度も低下する関係が成

立していると判断できる。一方で、最大値でみると 2013 年は 2012 年より高めであった。この点

については、2013 年はイカナゴ当歳魚が海水以外の取り込み経路の影響が一部で存在すると考え

られる。海水以外の取り込み経路、本解析では餌料生物を想定したが、アミ類およびプランクト

ンネット入網試料の 137
Cs 濃度の比較では、2012 年、2013 年ともイカナゴ当歳魚の濃度より高め

に推移したことから、取り込み経路の一つとして今後注視する必要がある。しかし本解析では、

比較的広い海域から採集した試料を一海域として扱ったが、この海域内における濃度の偏りは未

確認であることから、誤った濃度比を算出した可能性も否定できない。また、イカナゴ当歳魚の

餌料生物として想定した試料についても、次の点に留意する必要がある。イカナゴ当歳魚は浮遊

生活期である一方、アミ類は底生性であることから、137
Cs の取り込み環境に違いがあることが想

定される。また、プランクトンネット入網試料については、ネット入網試料をそのまま測定試料

としたため、粘土鉱物や夾雑物の影響も考えられる。以上について、今後十分な整理を行ったう

えで再検討をする必要がある。 

 

海産生物の放射性セシウム移行解明に向けた課題 

 本研究では、餌料生物としてのイカナゴおよびその生息環境中における放射性セシウム汚染の

経時的減少を間接的に確認するにとどまった。放射性セシウム移行メカニズムの解明には、震災

前にも多数行われていた飼育下での放射性セシウム投与・排出実験について震災後も実施すると

ともに、飼育実験等で得られた代謝パラメータを考慮した取り込み・排出モデル 19, 20) を適用し、

フィールドで観察された各種試料濃度の解釈を進めるのが妥当と思われる。 

 

要 約 

 

1. 主要な餌料生物であるイカナゴ当歳魚における 137
Cs 濃度の経年変化は、2012 年級から 2013

年級にかけて有意な低下を示した。第一原発以北海域と以南海域では、2012 年では以南海域

が有意に高かったが 2013 年では差がみられず、海域差は解消されつつあると思われた。 

2. イカナゴ当歳魚における 137
Cs 濃度の経日変化は、2012 年級は横ばい～上昇であったのに対

し、2013 年級は横ばい～低下しており、2013 年においてはイカナゴ当歳魚の 137
Cs 取り込み

量は排出量を下回ったことが示唆された。 

3. 成長による希釈効果を考慮するため、想定孵化日体重と採捕時体重の比を 137
Cs 濃度に乗じ

た指数は、2 倍となるのに要する日数が 2013 年は 2012 年の約半分であり、生息環境中の 137
Cs

の減少が考えられた。 

4. 2012 年級と 2013 年級におけるイカナゴ当歳魚と海水の 137
Cs 濃度（週平均値）の比は、平均

値ではいずれも横ばいで推移したものの、最大値は 2013 年級のほうが高く、海水以外の取

り込み経路が一部存在する可能性が考えられた。 

5. イカナゴ当歳魚の生息環境中における取り込み可能な 137
Cs は、第一原発港内の影響が懸念

されるものの、2012 年から 2013 年にかけて改善したと考えられた。 
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